
１１月３０日（木）鬼ごっこ・職業・はかり 

元気っ子タイム（20 分休み）に全校鬼ごっこが行われ

ました。体力向上をねらった運動委員会の企画です。運動

委員会以外の子は一斉に逃げます。運動委員会にタッチ

された子は鬼の仲間になります。さすがに運動委員会だ

けでは、仲間はなかなか増えません。先生たちも次々に鬼

の仲間になって参加しました。約７分。逃げている印であ

る緑帽子はいなくなり、鬼である白帽子だけになりまし

た。とっても楽しい時間でした。次の企画もあるそうです。 

４年生が自分で調べてきた職業について発表していま

した。感心したのは「必要な資質」について、誰もが発表

していたことです。YouTuber になるには「あきらめない

こと」、プロ野球選手には「ファンの夢を裏切らないこと」

調香師は「向上心と探究心」、パン職人は「一つのことに

集中する力」などなど。それを見ていた子供も先生も、納

得するようなすばらしいプレゼンでした。 

３年生の算数では、おもしろい問題に取り組んでいま

した。はかりの写真を見て「何ｇまではかることができる

か」を考えるのです。教科書を超えたジャンプ問題です。

はかりを見ると「針が一周すると 1000ｇ」であることは

分かります。しかし数人がグループでの学び合いでつぶ

やいていました。「何周でもできるんじゃないか」「一周で

1000ｇだから、二周目は 1000 何ｇになるんじゃないか」

と。良い問題が与えられると子供はどんどん伸びていく

ことを、改めて感じました。 

 

１１月２９日（水）自慢・書き初め・音楽会 

講話朝会で「クラスの自慢について学び合って下さい」

と話しました。各クラスで、自分のクラスの自慢について

いろいろな意見が出たようです。１年生のクラスでもたく

さんの意見が出ました。「休み時間みんなで楽しく遊んでい

る」「時間を守っている」などなど。先生がそれらを黒板に



書き、「どれを一番伸ばしていきたいですか」と問うと「勉

強で負けない」に一番多くの手が挙がりました。「負けない」

とはどういう意味かを、先生と子供でさらに学び合ってい

ました。クラスの自慢、大事にしてほしいです。 

書き初めの練習が各学年で始まりました。６年生の授業

では、書写ボランティアの方も支援に入ってくださいまし

た。書き終えた子の表情は様々です。納得いかない子、満足

している子、とにかく集中している子など。上手な字を見

つけたので、その子に「この作品は何点ですか？」と聞いて

みました。私から見ると１００点の字です。その子は笑顔

で「６０点くらいです」と答えてくれました。きっとこの子

はまだまだ伸びると自分を信じているのでしょう。 

体育館で校内音楽会の練習が始まりました。１年生と２

年生の練習を見ました。１年生が見守る中、２年生がいつ

もより緊張して、張り切って歌ったり演奏したりする姿が

とてもかわいらしく思いました。そして、歌い終えるとみ

んなほっとしています。聴いていた１年生からも大きな拍

手が起こりました。この拍手を聴いて、ほっとした表情が

笑顔に変わりました。本番、楽しみにしています。 

 

１１月２８日（火）ラリー・調査・落語 

なかよしウォークラリーが行われました。これは児童

会行事です。各委員会が校庭に設置したミッションをペ

アで解決していく活動です。１時間目は１・６年ペア、２

時間目は２・５年ペア、２時間目は３・４年ペアです。ミ

ッションも工夫されていて、迷路があったりクイズがあ

ったり、「草を○本とる」などの活動があったりとバラエ

ティにとんでいました。とても楽しい時間を過ごしたよ

うです。「６年生が優しかった」と話してくれた１年生の

笑顔が印象的でした。 

本日は、１１月２回目の生活実態調査日。挙手で「でき

ているか」を聞き、学校の実態を確認します。あるクラス

では、元気よく手が挙がっていて、先生も「前回の調査よ



りも９人増えた」とクラスの伸びを価値づけていました。

大事なのは「できている」と自分で実感できることです。

「あいさつはできていますか」という問いには、「できて

る！」「これは自信がある！」「今日も校長先生にほめられ

た！」などの声が聞こえてきました。生活や学習の振り返

りで自己肯定感を高めていく機会を大事にしたいです。 

５年生が国語で伝統文化「落語」を学びました。落語家

の芸を見て、気づいたことを友達と伝え合っていくのが

学習のねらいです。「子供役になった時には視線が上の方、

大人役になったら視線を下げていた」「泣く声がリアルだ

った」「顔が赤ん坊になっていた」「役によって声が違う」

「仕草や言葉で見ている人に分かりやすくしていた」な

どなど、芸のすばらしさに気づいた発表がありました。

「練習しているんだな」とプロのすごさに感動している

声もありました。 

 

１１月２７日（月）九九・火事・ひき算 

２年生の教室に行くと、ある子が「できた！」とノート

を見せてくれました。３の段をつくったようです。「３ず

つ増えていくこと」「３×３は３が３こあること」などを

教えてくれました。「３の段全部言えるから聞いて」と懇

願してくる子もいます。もちろん聞いてあげました。達成

感のある学習をすると、人に聞いてもらいたくなります。

ぜひご家庭でも聞いてあげて下さい。 

３年生が社会で調べたことを発表していました。この

グループは、火事を防ぐ物がどれくらいあるのか数を調

べたようです。消化器は、どの階にも３つある。南校舎も

北校舎も３つずつある。そんな発表をしていました。発表

を聴いた後にあるグループでは「火事を消す？ 火を消

す？」「火事を防ぐ？ 火を防ぐ？」と、言葉の使い方に

ついての疑問を協議し始めていました。疑問を持つ子、自

ら学ぶ「自走する子」が育っています。 

１年生の算数です。問題場面から、多くの子が「ひき算」



であることが分かりました。先生はここで、２つの式を黒

板に書きました。１３－９と９－１３です。「どちらです

か」と問うと、一斉に「１３－９」。「では、なぜ９－１３

ではダメなのですか？」と問うと教室が一瞬静かになり

ました。静寂を破るように数人の発表がありました。「ひ

き算は大きい数から引くから」「９から１３は引けないか

ら」「９から１３を引くと、『零点いくつ』になるから」。

粘り強く考える子が育っています。 

 

１１月２６日（日）１２月 

気づくと、今週は１２月に突入します。日々の業務に追

われ、温かい日々を過ごしていたので、忘れていました。

本日は寒い一日。いろんな所でクリスマスツリーを見か

けたので、「１２月になる」ことが実感できました。地球

の温度がおかしくなっている今、年中行事はとても大事

だと感じました。 

 

１１月２５日（土）落ち葉 

昨日学校をあけてしまったので、本日は出勤。玄関を開

ける時、落ち葉が多いことに気づきました。昨日と違って

寒い朝。落ち葉の揺れが寒さをさらに感じさせてくれま

す。校庭ではたくさんの子がサッカーをしています。元気

な声（大人も子供も）が校長室に聞こえてきます。本日は

校内を回り、廊下や教室内の作品を楽しみました。 

 

１１月２４日（金）作戦・箱で・鉄棒 

一日出張でした。霞ヶ関の駅から会議のある会場に向か

う途中、あることに気づきました。「去年もこの時期に同じ

場所で会議があったが、コートを着ていたはずだ」と。行き

交う人々を見ても、コートを着ている人は少なく、改めて

異常な暖かさ感じてしまいました。会議では子供が登校し



てくる時刻についての話題がありました。早い学校は７時

半、遅い学校は８時半。全国にはいろんな学校があり、地域

の実態の下で日課が決まってくるようです。 

 

１１月２３日（木）勤労感謝 

本日は祝日。勤労に感謝をする日です。仕事があること

に感謝する日。本日午前中は、その「仕事」をさせてもら

いに出勤しました。やることは次から次に生まれてきま

す。感謝です。本日は掲示物やＨＰ更新、資料の整理等等

であっという間に時間が過ぎていきました。これも感謝。 

 

１１月２２日（水）作戦・箱で・鉄棒 

５年生の体育では、バスケットボール型のゲームが行

われています。作戦タイム、各チームで勝つための策を考

えていました。あるチームは「トライアングル作戦」、あ

るチームは「三角作戦」。他にも「前二人後三人作戦」な

どの戦略が立てられました。何となく何に気を付けて試

合を組み立てるのかが分かります。最後に聞いたチーム

の策は「背水の陣作戦」。これは試合を見てみないと分か

らないです。 

１年生が家から持ってきた箱で作品作りに取り組んで

いました。一人目の子は「ロケット」と教えてくれました。

二人目は「ロボット」。すると何人もが作品を見せに来て

くれました。「これはハムスター」「これはうさぎ」「僕は

船とダンプカー、２つ作った」「僕が作ったのは、船だけ

ど飛行機にもなる。これをこうしてひっくり返すと・・・」

作品を自慢してくれるのも自己肯定感が高く、自走して

いる証拠だと思いたいです。 

２年生が鉄棒をしていました。回転技や降り技などな

どに挑戦しているのですが、一番気合いが入っているの

は上り技。一番高い鉄棒に上れることが優越感を味わえ

るようです。一番高い鉄棒に上れる子を見ていると、身長



や体重は関係ないようです。小さい子が逆上がりで上っ

たり、重くても足をかけて力技で上ったりする姿を見ま

した。 

 

１１月２１日（火）募金・写真・ローマ字 

本日と明日、赤い羽根募金を環境ボランティア委員会

の子が行います。登校時から「今日、赤い羽根のお金、持

ってきたよ」と話してくれる子が数人いました。登校指導

を終えて、募金活動の場所に行くと委員会の子が「よろし

くお願いします」「ありがとうございます」「もしよかった

ら、これももらってください」と、温かい言葉を募金した

子にかけていました。朝からとっても心が温かくなりま

した。 

私が教室を巡回していると、必ず「校長先生、写真撮っ

て」と声をかけてくれる子がいます。この日は、図工室で

遭遇しました。ノコギリを使って木を切るというので、そ

の活動を撮らせてもらいました。「写真撮って」という気

持ちはどこから来るのか、改めて考えてみました。少なく

ともこの子は「自分の活動ぶりに自信がある」「恥ずかし

いことはしていない」「カメラを向けられると力を発揮す

る」と考えているのではないか、と想像しました。自己肯

定感の高さであると、肯定的に捉えることとします。 

３年生の外国語活動では、おもしろい活動をしていま

した。ローマ字を見て、その形から仲間分けをするのです。

「曲がった形の字」「直線だけの字」「丸いところがある字」

「直線がない字」などなど、いろんな分け方をしていまし

た。中には、「半分に折ると右と左が同じ字」と対称に気

づいた子がいます。「６年生の算数で勉強すること、大発

見だ」と声をかけると、嬉しそうに他の線対称字を探し始

めてくれました。自走してる子です。  

 

１１月２０日（月）命の大切さ 



11月 20日は「扇小学校・命の大切さを考える日」です。

本日が振り替え休業日になってしまったので、先週朝会

を行いました。平成 17年 11月 20日、扇小の子が、交通

事故により尊い命を亡くしました。その事故やこの子の

命の重さを忘れまいと、この日が設定されました。午後、

この子のご家庭にお花を届けに行きました。お線香も上

げさせていただきました。お母様ともいろいろとお話し

をさせていただきました。命の大切さについては、毎日の

ように子供たちに語っていきたいと誓いました。 

 

１１月１９日（日）５０周年 

昨日は、ＰＴＡ本部会があり「５０周年行事」について

話し合いました。式典のあり方、周年事業として取り組む

ことなどなど。おおよそ固まりました。本日は、一日その

ことを考えていました。そして「記念講演（親子向け）（土

曜参観日）をしてくれるようなふさわしい人はいないだ

ろうか」とずっと考えていました。未来の生き方を語って

くれる人、できれば一緒に未来を生きていく人、数人の候

補者が頭に浮かんできました。 

 

１１月１８日（土）歓迎・漢字・保健 

土曜参観日。１校時が終わると落ち着かない子が廊下

や階段で「誰か」を探していました。もちろん保護者、家

の人です。待ち人を見つけると嬉しそうに友達に報告す

る子、照れて「来なくてもいいのに」と口にする子、待ち

人に手を振る子など、反応は様々です。高学年になっても、

自分の活躍・がんばりを見てもらいたいという気持ちに

は変わらないようです。１年生の中には、その待ち人に抱

きついている子もいました。 

４年生の国語では、「漢字の広場」の学習で先生からい

くつかのミッションが出されました。保護者の方も一緒

に考えて下さっていました。「二画の漢字」では、想像以



上に子供たちは課題を解決していました。二、七、八、九、

人、入、丁、十、乃、力、刀・・・。予想以上の発見力に

驚いてしまいました。自分の名前の字から見つけた子は、

一段と、この発見を喜んでいました。 

３校時に行った学校保健委員会には、多くの方に参加

していただきました。職員から、扇小の子の実態とお願い

をお伝えしました。交通安全、体力向上、食、健康などに

ついて話をさせてもらいました。「ヘルメットのサイズを

確認しようと思った」「おやつの時間を決めようと思った」

「コーディネーショントレーニングを調べてみようと思

った」などなどの感想も頂きました。子供の健全な成長の

ためにも、学校と家庭でよりよい支援をしていきたいも

のです。 

 

１１月１７日（金）命・ジャンプ・就学時 

１１月２０日、扇小学校この日を「命の大切さを考える

日」としています。平成１７年のこの日、登校時に交通事

故で尊い命を失った子を、その事故を、この重さを忘れな

いために設定された日です。本日、その朝会を各クラスで

行いました。今年度は自分の名前を通して、命の大切さ、

生まれてきた価値について考えてもらいました。この日、

廊下で会った子には「名前、どうしてついたの？」と聞き

ました。「お父さんの名前をもらった」「自由に世界で生き

ていけるように」などなど、素敵な理由をたくさん知りま

した。 

２年生の算数。ノートに一心不乱で計算を書いている

子がいたので見せてもらいました。この子のノートには、

２×２５＝５０ ２×２６＝５２ ２×２７＝・・・と、

２の段の発展が書き続けられていました。他の子のノー

トには、１２×５＝６０ １２×６＝７２・・・と、１２

の段（？）の計算式が並んでいました。ジャンプ課題とし

て先生から出されたものなのか、自主的に考えていたの

かは分かりません。いずれにせよ、自走する子が育ってい



ることを嬉しく思いました。 

本日の午後は、就学時健康診断です。来年度入学する子

が、健康診断を受けるために、会場である扇小に集まって

きました。未就学児にとっては大きすぎる施設、小学校。

目を輝かせて楽しそうにワクワクと歩く子もいれば、不

安いっぱいでビクビクと歩いている子もいます。すぐに

体育館で待っているお母さんの元に戻りたがる子もいれ

ば、校内の物に関心を示して目をギラギラさせている子

もいます。来年４月、どんな姿で入学式に参加してくれる

のか、楽しみにしています。 

 

１１月１６日（木）音楽会・食品・課題 

本日は、狭山市民会館大ホールにて入間地区音楽会が

行われました。入間市からは本校の５年３組が出場しま

した。市内音楽会とは違い、他市の子の演奏や合唱を聴く

ことができるとても貴重な機会です。学校に戻ってきた

子に聞くと「他の学校もすごかった」「ソーラン節はすご

い迫力だった」「他の学校の子とも友達になった」「他の学

校の演奏も聴けて、とても楽しかった」と話してくれまし

た。行事の目的を果たしてくれたようです。もちろん、扇

小の歌声は圧巻でした。 

３年生が扇っ子タイムで、いろんな食べ物を調べてい

ます。チョコレートやお米などなどです。土曜参観日に発

表するようなので、ここまでにしておきますが、とてもお

もしろい内容です。発表するにあたり、聞き手が飽きない

ようにクイズにしたり、画像を見せたりするようです。発

表の練習を聞いていましたが、分かりやすかったです。本

番、張り切って発表する姿が目に浮かぶようでした。 

あるクラスの合奏。初めて合わせたのに、上手に流れて

いきました。各パートの演奏をつないで一つの曲にする

構成になっています。先生から１つ課題が出ました。演奏

が終わったときに声や音を出さないこと。２回目の演奏

ではそれができました。当然、「合格」「すばらしい」とほ



めていました。明確な課題を１つ与えてできたらほめる。

学習は、この繰り返しだと思います。 

 

１１月１５日（水）音楽会・小松菜・食品 

武蔵野音大バッハザールホールにて、市内音楽会が行

われました。扇小は午前の部のトリです。６校の合唱を聞

いているときから、きっと緊張していたと思います。６校

目が歌い終わり、ステージ横に並んだ時には「一番緊張し

ていた」とある子が言っていました。ステージに立った６

年生は、練習の成果を発揮して最高の歌声を聴かせてく

れました。会場に素敵なきれいな声が響きました。バッハ

ザールで仲間と歌ったこと、忘れられない思い出になる

はずです。 

２年生が畑で獲ってきた小松菜を新聞紙に包んでいま

した。持って帰るためです。机の上にはワークがあり、気

が付いたことを書く活動も行っていたようです。ある子

は「触ったらツルツルだった」と、ある子は「しとしとし

ていた」と、ある子は「つらつらしていた」と、話してく

れました。三者三様（葉）、感じ方・表現の仕方はいろい

ろです。面白いと思いました。 

５年生の教室に行くと、ある子が「トレーサビリティ」

について調べていました。子供にとっては聞きなれない

言葉だと思いますが、聞くと、しっかり説明してくれまし

た。「人のこと？、場所のこと？、それとも物の名前？」

と訊ねると、「これは、そのどれでもなくて、仕組みです」

と答えてくれました。説明できるというのは、理解してい

る証拠です。よく勉強していると感心しました。 

 

１１月１４日（火）県民の日 

埼玉県民の日。埼玉県は１５２歳になりました。学校は

休業です。本日は、天気が良かったために紅葉を見に行き

ました。行った先では予想していたような葉の変化は見



ることができませんでした。散策中、ある学校と出会いま

した。４クラスほど、４年生くらいの子です。長い列を作

って先生の後を着いて歩いていました。多くの観光客を

想定して、しっかり２列で歩くように指導されていたこ

とが伝わってきました。扇っ子はどんな一日を過ごして

いたのか、健康なのか、しばらく考えてしまいました。 

 

１１月１３日（月）しっぽ・助け・注意 

３年生が体育で、しっぽ取りをしていました。鬼になっ

たグループの子が、体育帽子をズボンの後ろから垂らし

た子を追いかけます。鬼は帽子を取るために走り、逃げる

子は帽子を取られないように走ります。帽子を取られた

子は悔しそうに、集合場所に集まってきましたが、制限時

間いっぱい、ほぼ全員が走り回っていました。４人から帽

子を取った子が鬼のチャンピオンでした。 

掃除終了後、ある子がゴミ袋を運んでいました。廊下で

す。たくさんゴミが入っていたのか、しっかり結んでいな

かったのか、ゴミが廊下に散らばってしまいました。それ

を見た、外に向かう数人の上学年の子が立ち止まり、ゴミ

を拾い始めてくれました。ゴミを落としてしまった情け

ない気持ちは、上級生に助けてもらった温かい気持ちに

変わったようです。ゴミ袋を運んでいた子の表情は、とっ

ても晴れやかでした。 

あるクラスの道徳では、友達がしている悪いことを注

意できるかどうかの話し合いが行われていました。「注意

できる」と言った子は「友達だから」「今言わないと、ま

たやるから」などの理由を発表していました。「注意でき

ない」派からは「逆ギレされるかもしれない」「なんか、

悪い」「他の人が注意した方がいい」などの理由を発表し

ていました。日常生活で出会うような場面。教材を通して

いろんな本音が聞けた気がしました。 

 



１１月１２日（日）キャラクター 

寒くなりました。今シーズン、初めて校長室の暖房を使

いました。本日は、５０周年に向けて４年生以上の子が考

えてくれたテーマやキャラクターなどに目を通しました。

素敵な言葉や絵を見て、嬉しく、楽しくなりました。ここ

から先は、５年生の実行委員会で決めてもらおうと考え

ています。どんな５０周年になるのか、ワクワクしていま

す。 

 

１１月１１日（土）読書 

新聞に「読書量は読み聞かせが左右する」という記事が

ありました。小学校入学前に週４日以上読み聞かせをし

てもらった子は、入学後も読書量が多いという調査結果

があるようです。本校は、読書月間。たくさんの本に触れ

てもらいたいです。そのためにも、親子でできる読み聞か

せをもう一度見直してみたいものです。 

 

１１月１０日（金）音楽会・中を・問題 

音楽会出場を励ます会がありました。入間地区音楽会

に出場する５年３組と、市内音楽会に出場する６年生の

合唱を全校で聴きました。６年生の代表の子は、次のよう

な話をしてくれました。「一音入魂、一心同体、一生懸命

で心を一つにしてきました。運動会で作り上げたチーム

ワークを生かして、笑顔を忘れずに、僕たちの歌声を会場

に響かせてきます」。すばらしい歌声に、低学年の子たち

も身を乗り出して聴いていました。 

２年生が図工で作品作りに取り組んでいました。紙を

切って立体にしたり、切り取った部分に意味を持たせた

りするような活動です。ある子の作品は、切り取られた部

分の上に字が書いてありました。「心の中をのぞいてみよ

う」と。この子は切り取った部分を「心」に見立てたよう



です。この子の心の中をのぞいた気がしました。 

５年生の算数、黒板にはジャンプの課題が書いてあり

ました。教科書レベルの問題を解いた子が取り組む課題

です。「４５秒は何時間か」「４５分は何日か」。夢中で鉛

筆を動かす子が数人集まっていました。１年生の算数の

時間にもジャンプの課題が書いてありました。「１３にな

るたし算」です。ある子のノートには５つの計算が書いて

ありました。「まだありそうだね」と声をかけると、その

子の表情は真剣モードに変わりました。 

 

１１月 ９日（木）菓子・紙・かけ算 

３年生が食育の学習をしていました。栄養教諭による

授業です。導入では、クラスの子がどんなお菓子を食べて

いるかのランキングが提示されました。おもしろい結果

だと思いました。5位：ポテトチップス 4位：せんべい

3位：あめ 2位：チョコ、そして 1位はアイスです。お

菓子との上手な付き合い方を、この時間に学んでいった

ようです。 

図工室の廊下で、おもしろい姿を見つけました。４人で

壁に向かって何かを仰いでいます。しらばく見ていてか

ら声をかけると、何をしているかが分かりました。版画で

刷り終えた作品を乾かしているのだそうです。この作業

を４人で一緒に行っている、しかも一列に並んで行って

いるところに感動してしまいました。♪肩組んで仲良く

勉強しよう♪、と口ずさんでしまいそうでした。 

２年生の算数、かけ算の学習も進んでいます。この日は、 

「２×５」と「５×２」の違いを図と言葉で説明すること

がねらいの授業でした。この課題を、一人一台端末を活用

して進めていました。PC ならば間違えてもすぐに消せる

し、色も自在に使えます。ノートに書くより学習が進むと

実感しました。何よりも、考えを共有できます。友達の考

えを簡単に、画面上で見ることもできます。学びは本当に

進化しています。 



１１月 ８日（水）読書・芋・原稿 

児童朝会で、図書委員会が「読書まつり」の取り組みを    

話してくれました。今年の。キャッチフレーズは 

「君に合う 本が図書室で 待っている」 

です。１１月中に、５つのことに取り組むようです。 

① 読書通常  ② 読み聞かせ  ③ 本みくじ  

④ チャンスボックス ⑤ 借りた本ランキング  

扇っ子の心を豊かにするための活動に期待です。 

１年生がサツマイモ掘りをしました。一人一人が袋を

持っていて、掘った芋を３つまで入れます。４つ目からは、

クラス収穫用のシートにおきます。「とにかく掘り続けま

しょう」と、ボランティアの木下さんから話がありました。

とにかく掘って掘っていくと、大きなサツマイモが現れ

ます。ここで喜んでいると収穫できません。さらに掘って

掘っていって、収穫です。下校が心配なほど、大きなサツ

マイモ３つは、予想以上に重たそうでした。 

６年生が２人、校長室にたずねて来ました。「卒業アル

バムに原稿をお願いします」という依頼です。感激したの

は、手書きのメッセージが添えられていたことです。「校

長先生へ。運動会や市内体育祭など行事を応援してくだ

さりありがとうございました。扇小を卒業するまで９０

日をきりました。これからも行事や小学校生活で４９代

目リーダーとして、お手本になれるようにがんばってい

きます。そこで、私たちに卒業メッセージをいただけない

でしょうか。大変お忙しい中もうしわけありません。１２

月８日に、お預かりにまいります。どうぞ、よろしくお願

いします」と書いてありました。真心込めて、書きたいと

思います。 

 

１１月 ７日（火）記録的 

一日出張でした。本来は、秋晴れでとても過ごしやすく、

快適に過ごせる大好きな時期です。しかしこの日は、朝か



ら雨と風と暑さで、研修先まで快適と真逆な思いでした。

入間市ではあまり風もなく、雨もすぐにやんだと聞きまし

た。１年生は安心して出発したようです。研修では、児童虐

待やヤングケアラー、不登校などなど、子供たちを取り巻

く問題について、全国各地の校長先生方と話し合いました。

帰宅後、本日は 100 年ぶりの記録的な暑さだったと知りま

した。 

 

１１月 ６日（月）防災・雲・学級歌 

３年生がグループごとに廊下で何かを探していました。

後になって分かったのですが、火事にそなえて学校にあ

るものを見つけていたようです。数十分たった教室で、こ

んな発表をしていたのを聞きました。「非常口は、火事が

あったときにすぐ逃げられるように、教室や階段の近く

にある」「いろんな教室の近くにあった、三カ所で見た」。

非常口、非常階段は、何度でも確認してもらいたい場所の 

一つです。 

６年生が図工でとっても楽しい活動をしていました。

雲の写真から連想するものを絵にしているのです。ウサ

ギや鳥、犬などなど生き物の絵を描いている子の中に、ネ

コの手（肉球）を描いている子がいました。おもしろいで

す。雲の写真から、ネコの手（足）を想像するなんて、想

像できません。子どもたちの想像力は無限大です。 

あるクラスで「クラスの歌の歌詞」についての話し合い

が行われていました。元歌の歌詞に変わる言葉の候補が

たくさん上がっていたのですが、それについての賛否の

意見が出ました。「○年○組の思い出」「助け合える人だか

ら」という歌詞が盛り込まれることは分かりました。話し

合いの一部しか見ていないのですが、歌詞が完成したら

歌を聴いてみたいです。 

 

 



１１月 ５日（日）秋 

久しぶりに近所を散歩しました。「１１月か？」と疑っ

てしまうほどの暑さ。８月とそれほど服装も変わらない

人もたくさん見ました。歩いていても汗をかきます。ふと、

足下を見ると、植物はしっかりと秋を感じて色を変えて

いることに気づきました。年々短くなるような秋ですが、

しっかりと四季のよさ、日本のよさを感じられるように

したいです。 

 

１１月 ４日（土）文化祭 

扇町屋公民館（地区センター）の文化祭に参加してきま

した。この日は「静」の日。作品が展示されています。子

供の作品もありました。楽しい川柳や書を中心に見せて

もらいました。本校でお世話になっている書写ボランテ

ィアの方の作品「健康」は、特に素敵だと感じました。改

めて、健康で文化的な活動をすることのすばらしさを思

いました。 

 

１１月 ３日（金）絵 

本日は文化の日。祝日です。昨日は出張だったため、麻

から出勤しました。校内を回ると、廊下に絵が掲示されて

いる学年が３つありました。１年生、２年生、６年生です。

昨日貼り終えたのでしょう。ゆっくりと見て楽しみました

が、作品そのもの以上に関心を持ってしまったのはタイト

ルです。「みんなでビーチに行こう」「どろぼうをつかまえ

ろ！」「おやつがならぶドックランド」。これは１年生の作

品タイトルです。子供がどんな思いで作品に取り組んだの

かを、しっかり感じてあげたいと思いました。 

 

１１月 ２日（木）顔・音読・鉄棒 



１年生が自分の顔を描いていました。タブレットで、自

分の顔の写真を見て書いています。便利な道具です。鼻を

描くときには鼻をアップにして、目を描くときには目を

アップに。「こんな形だったんだ」「もう一回写真撮りたい

な」などの声も聞こえます。私が子供の頃には、自分の顔

をじっくり見るのは鏡くらいでした。今の子は、目の前で

自在に自分の顔を見ることができる。学習活動は、急激に

変化しています。 

２年生が「お手紙」の音読練習をしています。ナレータ

ー、がまくん、かえるくん、そしてもう一つ役割が増えま

した。監督です。この日も、役割を決めて練習を始めると、

監督の子から指導・助言がありました。「もっと大きな声

で」「○○さん、上手です」などなど。活動を客観的に見

ることも大事な活動、学習です。きっと音読のレベルも上

がっていくと思います。 

鉄棒に子供たちが集まってきました。「鉄棒」は私の中

では秋の季語です。この日も、鉄棒の授業を２回見ました。

２年生の鉄棒では、「振り降り」をしていました。先生か

ら「自分で上がれる高さから、降りましょう」と指示があ

りましたが、鉄棒に上がれない子が数人いました。「もう

少し低いところでやれば」と友達に言われても、何度も飛

びついて上ろうとしています。これも粘り強さ。周りが勝

手に決めるよりも、自分で納得した上で合った高さを見

つけることの方がずっと大事なことだと思います。 

 

１１月 １日（水）バレー・落とし物・計算 

３年生が体育でバレーボール型ゲームをしていました。

まだルール理解が浸透していないようで、トラブルがあ

ったり、動き方が分からない子がいたり、動きを止めて先

生に審判を求めたりしている子もいました。しかし見て

いると、その都度ルールやよい動きが確認されていき、動

きがどんどんよくなっていきます。表情も笑顔になって

いきます。体育のゲームでは、ルールを作っていくことも



勉強なのです。ルールがないと、楽しく動けないことも、

学んでいきます。 

あるクラスで、落とし物の確認が行われていました。落

とし物箱にたまった数々の文房具、名前が書いてありま

せん。名前を書くための名前ペンの落とし物もあります。

だいぶ使い込んでいるものであれば、持ち主が出てこな

いこともうなずけます。しかし、まだ使い始めたばかりの

鉛筆などの持ち主が現れません。子供たちにとっては安

価なのでしょうが、「誰が、何のために買ったのか」「その

お金は誰が、どんな思いでもらってものか」について、担

任から話がありました。 

１年生の算数では、繰り上がりのたし算に取り組んで

います。小学校算数、最初の難関と言ってもよい内容です。

３＋９の計算の仕方をそれぞれが書いて、オクリンクに

送っている場面を見ました。友達が書いたものを参考に

している子もいますし、先生が書いたものを参考にして

いる子もいます。もちろん、自分一人で考えて書いている

子もいます。友達と相談しながら、タブレットに字を打ち

込んでいる子もいます。大事なのは、理解すること、自分

の言葉で表現できることです。 


